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埼玉県熊谷市に本店を構えるお茶屋。創業が明治元（1868）年の老舗で、利根川をはさんだ

群馬県大泉町に支店を構える。 

若い人をはじめ暮らしの中から日本茶離れが進むなか、お店に足を運べない高齢者宅に軽ワ

ゴン車で出向く外商を行うなど積極的な営業展開を図る。 

どうすればお茶を飲んでもらえるかを探っているなかで、低カフェインとして妊婦や赤ちゃ

んなどでも飲めるということでほうじ茶が人気ということを知り、専用の焙煎機を導入。客層

を 20～40代の女性に絞り、ほうじ茶の焙煎技術を磨き、本店近くの築 90年の古民家をほうじ

茶専門店「焦がし屋 武一」を 2018年に開店させた。 

焦がし屋 武一は、浅煎りから深入りまで、客の好みに合わせて焙煎。コーヒーや紅茶とのブ

レンドなど、これまでの日本茶の概念にとらわれない提案を行っている。 

本店では、熊谷市が夏に展開しているかき氷「雪くま」を使った地域起こしに参加。「熊谷の

おいしい水を使った氷」「氷の削り方は雪のようにふんわり」に加え、オリジナルの抹茶シロッ

プを添え、遠方からの集客を実現した。 

株式会社西田園 
埼玉県熊谷市 

https://www.nishidaen.com 

地域ブランドのかき氷&古民家活用のほうじ茶で新たな展開 

 店舗概要  

創 業 年 1868 年(明治元年) 

売場面積 57.0(17.2 坪) 

 従 業 員 3.0 人 

 営業時間 11：00～17：30 

 定 休 日 月・火曜日 

 商品構成  

・茶     40.0% 

・食品    50.0％ 

・雑貨・陶器 10.0% 

 経営方針  

・茶の良さ、茶の価値をもっと多くの人にしってもらう！ 

・特選茶のそれぞれの特性を活かし、新しいお茶の味わいを提供する！ 

・地域やお客様に必要とされるお店作り！ 


